
（3） 平成３０年（２０１８年）1０月３０日No.210 町田市議会だより

　
ち
だ
伸
也（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
市
は
非
核
平
和
の
啓
発
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
る
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
黙
禱
の
呼
び

か
け
や
学
生
が
考
え
た
平
和
標
語

を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
原
爆
パ
ネ

ル
展
、
被
爆
者
に
よ
る
原
爆
体
験

談
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
部
長
　
主
に
社
会
科

の
授
業
で
非
核
平
和
に
つ
い
て
の

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
公
務
員
の
働
き
方
改
革
は

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
る
か
。

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問
　「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
」
を
前
に
、
市
と
し
て
の
虐
待

防
止
の
取
り
組
み
と
啓
発
活
動
の

強
化
策
は
。

　
髙
橋
副
市
長
　
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
を
開
催
し
、
児
童
虐
待

早
期
発
見
の
仕
組
み
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
、
養
育
家
庭
体
験
発
表
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
広
報
活

動
や
相
談
会
を
実
施
し
、
市
役
所

を
児
童
虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
カ

　
総
務
部
長
　
長
時
間
の
時
間
外

勤
務
者
数
の
低
減
や
子
育
て
期
の

休
暇
制
度
の
利
用
促
進
、
男
性
職

員
の
育
児
関
係
休
暇
の
取
得
率
向

上
の
取
り
組
み
を
行
い
、
さ
ら
に

時
差
勤
務
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
問
　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
は

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
る
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
校
閉
庁
日

を
延
長
し
、
部
活
動
指
導
員
を
導

入
し
た
り
、
副
校
長
補
佐
を
配
置

し
た
り
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

ラ
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
予
定
で
す
。

　
問
　
空
家
０
計
画
に
向
け
た
取

り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
貸
し
た
い

方
と
借
り
た
い
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
及
び
改
修
経
費
の
助
成
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。
空
き
家
セ
ミ

ナ
ー
を
年
１
回
開
催
し
、
相
談
窓

口
を
月
２
回
設
置
し
、
不
動
産
関

係
団
体
と
連
携
事
業
を
進
め
ま
す
。

町
内
会
・
自
治
会
へ
の
出
張
相
談

の
実
施
で
す
と
か
、
工
夫
を
し
て

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

熱
中
症
予
防
取
り 

組
み
・
道
路
施
設

　
深
沢
ひ
ろ
ふ
み
（
保
守
の
会
）

　
問
　
熱
中
症
は
児
童
な
ど
の
若

年
層
・
高
齢
者
に
被
害
が
多
い
。

町
田
市
で
の
年
代
別
発
症
予
防
の

具
体
的
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
保
健
所
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
普
及

啓
発
を
行
っ
て
お
り
、
「
み
ん
な

の
健
康
だ
よ
り
」
へ
の
掲
載
、
チ

ラ
シ
配
布
、
介
護
保
険
納
入
通
知

書
の
封
筒
へ
注
意
喚
起
文
の
印
刷

等
を
行
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
道
路
反
射
鏡
、
通
学
路
の

グ
リ
ー
ン
舗
装
な
ど
が
実
施
さ
れ

る
が
設
置
基
準
は
。

　
道
路
部
長
　
道
路
反
射
鏡
は
見

通
し
の
悪
い
箇
所
で
、
町
内
会
・

自
治
会
を
通
じ
て
要
望
書
を
提
出

い
た
だ
く
こ
と
、
グ
リ
ー
ン
舗
装

は
沿
道
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
問
　
そ
れ
ぞ
れ
設
置
コ
ス
ト
は
。

　
道
路
部
長
　
道
路
反
射
鏡
は
１

基
約
19
万
円
、
グ
リ
ー
ン
舗
装
は

１
平
方
メ
ー
ト
ル
約
１
万
１
０
０

０
円
、
滑
り
ど
め
舗
装
は
１
平
方

メ
ー
ト
ル
約
１
万
円
で
す
。

　
新
井
よ
し
な
お
（
諸
派
）

　
問
　
道
路
族
問
題
に
つ
い
て
、

騒
音
の
規
制
基
準
適
用
除
外
に
道

路
は
当
て
は
ま
る
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
適
用
除
外
は
、

子
ど
も
の
声
等
が
発
せ
ら
れ
る
施

設
等
で
、
子
ど
も
が
遊
び
を
通
じ

て
健
や
か
な
成
長
を
図
る
た
め
に
、

規
制
基
準
を
適
用
し
な
い
こ
と
が

必
要
な
場
所
で
す
。
道
路
は
、
適

用
除
外
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
問
　
騒
音
に
対
応
す
る
施
設
管

理
者
等
と
は
道
路
で
遊
ん
で
い
た

場
合
は
誰
な
の
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
道
路
管
理
者
、

ま
た
は
道
路
交
通
法
を
所
管
す
る

警
察
が
施
設
管
理
者
に
な
り
ま
す
。

　
問
　
隣
接
す
る
大
和
市
は
２
年

前
に
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
（
発
音
と
ス

ペ
ル
の
ル
ー
ル
）
を
導
入
し
て
い

る
。
導
入
し
な
い
理
由
は
何
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
は
、

フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
理
解
も
あ
る
の

で
、
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
が
発
音
の
お
手
本

を
示
し
、
意
識
づ
け
を
行
う
こ
と

は
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
虐
待
等
の
相
談
件
数
が
ふ

え
て
い
る
背
景
と
そ
の
対
応
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
特
別
な
家

庭
と
い
う
よ
り
、
普
通
の
子
ど
も

を
養
育
す
る
中
で
虐
待
が
起
き
て

い
る
、
そ
れ
に
よ
る
件
数
増
も
考

え
ら
れ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

全
市
的
な
形
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
野
津
田
公
園
ス
ポ
ー
ツ
の

森
事
業
で
、
当
初
の
計
画
か
ら
の

変
更
点
や
陸
上
競
技
場
観
客
席
増

設
に
伴
う
造
成
工
事
に
つ
い
て
住

民
に
説
明
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
増
席
工
事

の
内
容
は
、
説
明
を
こ
れ
か
ら
行

い
、
10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
中
学
校
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス

給
食
の
委
託
業
者
変
更
の
理
由
と

対
応
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
協
同
組
合
町

田
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
８
月
以
降

は
契
約
を
す
る
意
思
が
な
い
と
の

申
し
出
が
あ
り
、
新
た
な
契
約
先

を
選
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問
　
重
症
心
身
障
が
い
児
者
の

医
療
に
関
す
る
相
談
体
制
の
充
実

を
望
む
。

　
保
健
所
長
　
今
後
も
保
健
所
も

中
心
に
な
り
ま
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
と
の
連
携
を
強
め
、
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
児
童
手
当
現
況
届
な
ど
市

へ
の
申
請
書
類
を
、
市
民
セ
ン
タ

ー
で
の
受
け
取
り
は
可
能
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
そ
の
ま
ま

お
預
か
り
し
て
子
ど
も
総
務
課
に

送
付
す
る
よ
う
、
市
民
セ
ン
タ
ー

に
依
頼
を
し
て
い
ま
す
。
市
民
セ

ン
タ
ー
で
も
お
預
か
り
し
て
い
る

こ
と
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
底
面

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
覆
う
農
地

の
取
り
扱
い
は
ど
う
変
わ
る
か
。

　
木
島
副
市
長
　
改
正
後
の
農
地

法
で
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
へ

届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
、
相
続
税
納
税

猶
予
や
固
定
資
産
税
な
ど
は
従
前

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問
　
境
川
整
備
促
進
の
た
め
、

神
奈
川
県
へ
の
働
き
か
け
を
強
化

し
て
欲
し
い
。
市
長
の
考
え
は
。

　
市
長
　
神
奈
川
県
に
対
し
て
直

接
言
う
の
と
、
都
知
事
に
対
し
て

直
接
次
の
九
都
県
市
の
会
議
で
県

知
事
に
話
を
し
て
く
だ
さ
い
と
申

し
ま
し
た
。
県
と
都
の
間
で
協
議

に
の
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
問
　
教
員
や
保
護
者
の
負
担
が

大
き
い
小
学
校
給
食
の
手
集
め
徴

収
は
続
け
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
ま
ず
は
口
座

振
替
に
切
り
か
え
て
い
き
た
い
。

小
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
向

け
た
先
進
市
の
視
察
や
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
学
校
給
食
費
の
公
会
計

化
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
教
育
長
　
負
担
の
解
消
、
事
件
、

事
故
の
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
最

善
の
策
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
導
入
で
き
る
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

児
童
虐
待
防
止
策 

と

空

家

対

策

市
の
非
核
平
和
の 

啓
発
に
つ
い
て

境
川
整
備
促
進
・ 

小
学
校
給
食
費

道
路
族
問
題
／

小
学
校
英
語
教
育

児
童
虐
待
ゼ
ロ
へ 

の
総
合
施
策
を

重
症
心
身
障
が
い 

児
者
の
医
療
体
制

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
資
源
ご
み
処
理
施
設
の
稼

働
目
標
年
度
が
大
幅
に
お
く
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
40
％
ご
み
減

量
の
計
画
に
ど
う
影
響
す
る
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
20
年
度
稼
働

予
定
だ
っ
た
資
源
ご
み
処
理
施
設

で
の
資
源
化
を
見
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、
稼
働
年
度
の
見
直
し
に
よ

り
目
標
達
成
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　
問
　
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
進

め
方
は
ど
う
か
。

　
保
健
所
長
　
11
年
４
月
に
、
市

が
管
理
す
る
公
共
施
設
で
は
建
物

内
を
全
面
禁
煙
に
し
ま
し
た
。

　
環
境
資
源
部
長
　
駅
周
辺
の
指

定
喫
煙
所
は
、
煙
が
周
辺
に
流
れ

な
い
よ
う
改
善
を
行
う
予
定
で
す
。

　
問
　
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
特
例

入
所
の
運
用
状
況
と
申
請
方
法
の

周
知
徹
底
は
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
原
則
要

介
護
３
以
上
の
方
が
対
象
で
す
が
、

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
特
例
と

し
て
入
所
が
で
き
ま
す
。

　
石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
消
費
税
率
10
％
の
引
き
上

げ
が
、
１
年
後
に
実
施
さ
れ
る
。

税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
経
過
措
置

も
と
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
現

段
階
で
見
込
ま
れ
る
市
財
政
の
影

響
を
確
認
し
た
い
。

　
髙
橋
副
市
長
　
歳
入
は
約
４
５

０
万
円
の
増
額
、
歳
出
は
約
８
億

９
０
０
０
万
円
の
増
額
と
な
る
見

込
み
で
す
。
引
き
上
げ
分
が
地
方

消
費
税
交
付
金
と
し
て
市
に
交
付

さ
れ
る
の
は
、
20
年
６
月
か
ら
と

な
る
た
め
、
19
年
度
の
影
響
は
大

き
い
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
問
　
現
状
の
児
童
虐
待
防
止
の

取
り
組
み
状
況
、
新
た
に
取
り
組

む
児
童
虐
待
防
止
の
対
策
に
つ
い

て
確
認
し
た
い
。

　
髙
橋
副
市
長
　
町
田
市
子
育
て

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
を
設

置
し
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
の

仕
組
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
国

か
ら
の
乳
幼
児
健
診
未
受
診
者
等

の
緊
急
把
握
に
係
る
通
知
に
従
い
、

対
象
者
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
い
わ
せ
和
子
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
香
山
園
に
お
茶
室
の
設
置

や
庭
園
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
茶
室
の
設

置
は
、
今
後
部
屋
の
配
置
と
あ
わ

せ
て
検
討
し
、
開
園
時
間
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
演
出
は
運
営
事
業
者
か

ら
の
企
画
提
案
も
含
め
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
公
費
助
成
を
。

　
保
健
所
長
　
現
在
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
定
期
予
防
接
種
と
な

っ
て
お
ら
ず
、
任
意
接
種
と
な
っ

て
い
ま
す
。
国
で
は
、
定
期
接
種

化
に
向
け
た
検
討
が
現
在
も
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

引
き
続
き
国
の
検
討
状
況
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
静
か
で
閑
静
な
住
宅
地
で

左
折
警
報
装
置
は
必
要
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
安
全
な
家
庭

ご
み
の
収
集
業
務
の
遂
行
が
第
一

と
考
え
、
音
量
は
、
住
宅
地
や
学

校
な
ど
周
辺
環
境
の
状
況
に
応
じ

た
適
正
な
判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
相
談
窓
口
に
つ

い
て
、
６
月
議
会
後
ど
の
よ
う
に

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
の
か
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
女
性
悩
み
ご

と
相
談
の
タ
イ
ト
ル
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

に
関
す
る
相
談
を
含
む
と
追
記
し
、

検
索
し
や
す
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
窓
口
名
称
の
変
更
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
は
そ
の

経
過
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
家
族
の
介
護
と
み
ず
か
ら

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
に

悩
ん
で
い
る
若
年
介
護
者
が
い
る
。

そ
の
現
状
と
課
題
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
高
齢
者

支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
介
護
者
の
相

談
を
受
け
て
い
る
の
で
、
さ
ら
な

る
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
問
　
不
妊
治
療
の
現
状
は
。

　
保
健
所
長
　
医
療
助
成
に
つ
い

て
、
国
の
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、

中
核
市
が
実
施
主
体
に
な
る
と
い

う
考
え
を
踏
ま
え
て
、
市
の
施
策

も
考
え
て
い
き
ま
す
。

香
山
園
に
お
茶
室 

の

設

置

を

！

悩
み
に
向
き
合
う 

町
田
へ
向
け
て

消
費
税
率
の
引
き 

上
げ
に
つ
い
て

40
％
ご
み
減
量
の 

現
状
と
課
題
は

町田市非核平和都市宣言の碑
� （市役所敷地内）


